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区のお知らせ
第505号( 1)

足立区編集/ 企画 部広 報 課
足立 区千 住一 丁目50
( 882) 1111
第二庁舎　( 889) 6161

( 寿)区立結婚式場
よい日をお早めに。6カ月前から予約を承ります。
お問い合せは次へどうぞ。
産業振興館(北千住)　882- 1668
東部センター(綾瀬)　605- 7101青年館(西新井大師前)　890- 0078

児童館は子供たちの

楽しい
　遊び場

子供の健康と豊かな心を育てよう
新学期も始まり、今、学校では希望に胸をふくらませて、子供たちが通学していま
す。ところで、もうひとつ、子供たちが目を輝かせて集まって来る所があります。健
康で明るい子供の成長を願って建てられている子供の遊び場―児童館です。

子
供
た
ち
の
健
康
と
豊
か
な
心
を
育
て
る
た
め
力
遊
び
場
と
し
て
、
区

が
児
童
館
ぞ
建
て
は
じ
め
て
、
今
年

が
ち
I
つ
と
十
年
目
に
あ
た
り
ま
す

そ
山
間
、
区
内
力
各
地
誡
に
十

几
か
所
内
泥
亀
館
が
開
設
さ
ね
、
昨
年
一
年
間
に
は
延
べ
七
十
三
万
四
千
人

し
心
卜
隰
ご
ツ
や
利
用
し
て
ぃ
ま
す

子供の遊びはどんな遊び

さて
、こ人々
にも刊用されて

いる児意館て
すが
、最近力
f匿

たちはどんな遊ぴ方をしている
の
で
し
I
ユ
児
童
の
シ
ビ
ル
ミ
ニ

マ
ム
研
究
会
が
昨
年
発
表
し
た
都
内

の
小
学
三
年
生
～
六
年
生
に
つ
い

て
、調査した結果をみてみまし

ょう
。

遊
び
の
内
容
で
は
、
一
位
か
野
球
、
二
位
が
自
転
庫
の
り
と
ト
ラ
ン
プ

で
、
三
位
か
バ
ド
う
y
ン
、
メ
ン
コ
、
ハ

ン
ド
ベ
ー
ス
な
ど
と
続
き
、

従来子供の遊びの中心で
あった

伝承遊ぴ
(竹馬
、石けり
、鬼ご

っこ
、馬のりなど
)はあまり見

られなくなっています
、昔のこ

れらの避ひに比
ぺると
、遊びの

人数や道貝
、ルールが限られて

いて
、子供たちの創造の余地か

少ないと思
われます
。

ま
た
、
遊
ぷ
場
所
に
つ
い
て
は
、

一
位が自分の家の中
(二五
%
)、

二位が空地や公爾
、遊園地
(一

四
%
)、二位が道路
(十一
%
)

となっていて
、令内が最も多い

ルーいう紬果になっています
。

ま
た
、
遊
ぶ
友
達
に
つ
い
て
は
、
二
～
三

人
(
三
三
%
)
か
最
も
多
く
、

次
に
四
～
五
人
(
二
三
%
)
で
、
一

人遊びの子
供も一
割いる結果が

でています
。さらに
、友遠の内

容では
、同じクラスの友達か四

七
%、同じ学年で違うクラスの

友達が二〇
%で
、大郎分か同年

齢の子と遊んでいることかわか

ります
。

都
市
化
か
遨
む
に
つ
れ
、
野
原
や
広
っ
ぱ
が
、
ビ
ル
や
住
宅
地
に
か
わ

り
、
露
略
裏
ま
で
車
が
入
り
こ
み
、
ま
た
、
多
く
の
子
供
だ
ち
か
学
習
塾

や
け
い
こ
ご
と
に
通
う
な
ど
、
今
の
子
供
た
ち
に
は
遊
ぶ
条
件
と
し
て
の

「
遊
ぴ
場
」
や
「
時
間
」
や
「
友
達
」

かあまりにも少なくなってしま

っ
たようです
。

社会性の
ある

子供が育つ児童館

子
供たらにとっての遊ぴは
、

生活その
もので
す
。遊
びを
通

して子供同志が仲間となり
、ル

ールを身につ
け
(社会性
、協調

性
)、経験の中で
刻意工
夫する

力をつけ
(剛造性
)、人間とし

て
生活していく上での知恵と勇

気とたくましさを養っているの

で
す
。特に異年齢の子
供の
集団

においては
、そうした子供たち

の知恵も伝わりやすく
、また
、

人間関係において
も子
供たちに

思いやりか身につきやすいので

す
そういう
恵味で
は
、「遊ば

ない
、遊べない
」といわれる今

の子供たちに
、他人への思いや

りや自主性が欠けていて
も不思

議はないかもしれませ
ん
。

児
童
館
に
は
、
幼
児
、
小
学
生
、
中
学
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
の
子

供
た
ち
が
や
っ
て
来
ま
す
。
そ
こ
で
は
異
年
齢
の
子
供
だ
ち
か
ワ
イ
ワ

イ
、ガヤ
ガヤと集まって
、遥び

そ
通
し
、
楽
し
さ
ば
か
り
で
な
く
、
つ
ら
さ
も
共
に
わ
か
ら
あ
い
な
が

ら
、
よ
い
意
味
で
の
た
ま
り
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
か
っ
て
は
児
童
館
で

遊
ん
だ
O
B
か
、
今
は
社
会
人
と
し
て
、
児
童
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
す
る
な
ど
、
子
供
時
代
に
観
し
ん

だ
「
ふ
る
さ
と
」
と
な
り
つ
つ
あ
る

ようです
。

気軽に利用し
よ
う

児
童館

児
童
館
を
で
き
る
だ
け
区
民
の
皆
さ
ん
や
子
供
た
ち
に
利
用
し
て
い
た

だこ
うと
、区では子供たちの
健

全育成そ目的とする諸団体
(子

ども会
、ボー
イスカウト・
ガー

ルスカウト・
少年団
、その
他の

グ
ル
ー
プ
な
ど
)
に
、
児
童
館
を
無

料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
施
設
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
子
供
の
た

めの行事や教室
、クラ
ブなどの

健しも行っています
。しかも
、

午前中の幼児利用も出来ますの

で
、ご晒用ください
。くわしく

は
、最寄りの児童館へ
お問い合

せください
。

児
童
館
が
真
に
子
供
た
ち
の
た
め
に
十
分
に
そ
の
役
割
を
果
た
す
に

は
、地域の大人の方々
の子供に

対する理解と深い愛情
。そして

児童館への理解がなければ
、到

啀効果をあげることかできませ

ん
。地域の子供だもの幸

せ
の
た

め
、区民の
皆さんが
、児童館を

気軽に利用されることを願って

います
。

う
ま
く

の
る
か
な

ヨ
イ
シ
ョ
!

児童館・老人館・集会室を

地元住民の自主運営で

区
で
は
、
今
年
度
開
設
分
か
ら
、

児
童
館
・
老
人
館
・
集
会
室
の
三
点

セ
ッ
卜
そ
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
の
手
に
よ
る
自
主
運
営
で
実
施
す
る
こ

とになりました
。

こ
れ
は
、
「
足
立
区
凧
淞
構
想
」
の
中
に
あ
る
「
地
域
社
会
の
連
帯
と

コミュニティ形成
」の核として
、

前記の
吻設を
、庄民の皆さんか

連帯して築く
、心のふれあいの

ある
、豊かな町
づくりの場にし

たいという考えからです
。

もちろん
、児童の
健
全
青
成
(

留守家庭学童対策を含ひ
)や
、

お年寄りの方に楽し
んでいただ

くための施設ですから
、その
よ

うな事巣は
、とり入れていただ

くわけですが
、そのほかにも
、地

元の皆さんの
意向を最大隕にと

り入れ
、地元の皆さんと共に考

えながら
、その地域に最もふさ

わしい自主運営の方法を決めて

いただきたいと考えています
。

そこで
、四月開館予定の梅鳥
、

江北
、青井の三館
、および七月

以降闘館予定の六木
、六月
、溯

江
(仮称
)については
、地元の

方の意向かととのい次第
、順次

地域の実崎にそくした形で実施

していく予
定です
。

皆さんの施設です
児童館セ ンター一 覧
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憲
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台
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台
ニ
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四
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栗
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館…
栗
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四
-
-
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1
-
1
五
　
八
九
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八
七
六

栗
島
児
童
館
…
中
央
本
町
四
―
五

し
Iド
ーつ
一
宮八
四
八一

三
四
七一

長
門
児
童
館
…
中
川
一
不
二
四
―

一
丁
一
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六
二
九
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二

梅
田
児
童
館
…
梅
田
六
工
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　八四
八
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花
畑
セ
ン
タ
ー
…
花
畑
四
1
こ
(

I
匸
二
　
八
五
〇
上
-
-
こ

七
東
部
セ
ン
タ
ー
…
東
綾
瀬
丁
五

i
一
じ
　
(
O五
I七
匸い

一中部
セ
ン
タ
ー
…
関
原
ニー
ぶ

I
石

　八
八
九
-四
六六

一西部
セ
ン
タ
ー…
鹿
阪
一
〒
二
四

一
二
　八
九七
-五
〇一
六

千
住
セ
ン
タ
ー…
千
住
元
町
・
一
j

-一
　八
八一
丁
二
七
六五

お気軽にご参加ください

施
設
見
学
会

区内にある、区や都の施設

について、より深くご理解い

ただくために施股見学会を実

施します。あなたもご自分の

目で
確めてはいかがで
すか。

次の要領でお気軽に申し込

みください。ただし。申し込

みはなるべくご本人が行。て

ください。
なお、今回のコ
ースにすで

にご参加の方はご遠慮願いま

す
。
日
時
　
五
月
十
三
日
(
火
)
・
十
四
日
(
水
)
の
二
日
間
、
各
日

と
も
、
午
前
九
時
二
十
分
～
午
後
四
時
頃
解
敵
<
竹
の
塚
駅
>

の予
定

参
加
資
格
　
区
内
在
住
の
満
二
十
歳
以
上
の
方

定員
　一回二十五名
、計五十

名
(ただし
、応募者多数の

場合は抽選になります
)

見
学
施
設
　
足
立
済
掃
工
場
、
老
人
会
館
、
竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル
、

総合ス
ポーツセンター
、竹

の塚センタ
ー
、教育セン
タ

ー
申込方法
　電話で広報課へ
申

し込んでください

申
込
期
間
　
四
月
二
十
一
日
～
二
十
五
日

参
加
費
　
無
料
(
昼
食
は
、
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
)

申込・
問合せ先
　広報課

ご家族やお友達と一
緒に

湯河原保養所「あだち荘
」

保
養
所
付
近
に
は
、
手
軽
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
多
く
、
ご
家

族
や
お
友
達
と
お
い
で
に
な
る
の
に
最
適
で
す
。
ま
た
、
汗
を
か
い

た後は温泉で
ゆっ
くりくつろ

けます
。

申
込
方
法
　
六
月
分
の
受
付
け
を
五
月
一
日
(
木
)
か
ら
開
始
し

ま
す
。
盲
は
区
役
所
七
階
で
抽
選
し
ま
す
の
で
、
午
前
九
時

ま
で
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
の
空
室
の
申
し
込
み
は
五

月
分
の
空
室
と
い
っ
し
ょ
に
、

利用
し
たい
日の
三
日
前まで

に区
民
係で
受付
け
ま
す

休
館
日
　
▽
五
月
…
上
二
日
・
十

四
日
・
二
十
七
日
・
二
十
八
日

▽
六
月
…
十
日
・
十
一
日
・
二

十四
日・
二
十
五日

利
用
料
金
　
一
泊
二
食
付
　
大
人
=
…

三
千
円
、子
供
(
四
歳
以
上
小

学
生
で
)
…
千
五
百
円

申込
資格
　区
内
に
在住・
在
助

の
方
。た
だし
、二
人以
上で

二
泊三
日
までで
す

問
合せ
先
　区民
係

用
途地域見直し「区素案
」

地元
説明
会
案
内

用途地域の見直しの「区
素

案
」がまとまりましたので
、

次の月程で
、地元
腕明会を行

います
。

日
時
・
場
所
　
▼
五
月
八
只
木
)
東
部
セ
ン
タ
ー
▼
五
月
九
日

(
金
)
中
部
セ
ン
タ
ー
▼
五
月
十
二
日
(
月
)
神
明
出
張
所

▼
五
月
十
三
日
(
火
)
教
青
セ
ン
タ
ー
▼
五
月
十
四
日
(
水
)

西部センター
▼五月十六

日
(金
)常東出張所
、時間

は
、い
ずれも午後匕時
1九

時※な
お
、
場
所
の
都
合
に
よ
り
一
部
変
更
の
場
合
も
あ
り
ま
す
、
ま

た
、
区
素
案
に
つ
い
て
は
、
次
号
の
「
区
の
お
知
ら
せ
」
に
掲
載
し

ます
。

問合せ先
　都市計画
係
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笑顔 のあるさわやかな毎日

それはみんなの健康 から

私たちの生活の中で、健康

なからだは最大の宝です。日

頃の検査をすすんで受け、ま
た、健康づくり教室等に積極

的に参加し、常に健康管理に

気をつけましょう。

早
期
発
見
・
治
療
の
た
め

検
査
を
受
け
よ
う

成
人
病
検
診

日
本
人
の
死
亡
順
位
で
、ト
ッ
プ

を
占
め
る
成
人
病
(
心
願
病
、脳
卒

中
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
等
)
の
早
朋

発
見
匍
よ
ひ
予
防
を
目
的
と
し
た
成

人
病
検
砂
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
が
ん
検
診
は
含
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
。

日
時
　
毎
遍
金
曜
日
午
後
一
時
～

三
時
R
十
分

場
所
　
千
住
保
鴫
所

対
象
　
区
内
に
居
住
す
る
満
一
孚
纉

以
上
の
万

費
用
　
五
千
円
曜
度
(
検
畛
項
目
数

に
よ
り

、
費
用
の
増
默
が
あ
り
ま

す
)

申
込
方
法
　
I
晧
に
よ
る
予
約
制

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
佳
保
健
所
東

杤
係

　
八
八
八
一
四
二
七
七

胃

の

検

診

検
診
日
・
場
所
　
▽
保
健
セ
ン
タ
ー

(
検
訟
軍
)
…
五
月
匕
冂
(
水
)
・
二
十

一
日
(
水
)
▽
東
京
祁
か

ん
検
診
セ
ン
タ
ー
(
国
電
お
茶
の

水
駅
下
車
)
…
五
月
二
十
三
日

(
金
)
・
二
十
七
日
(
火
)

対
象
　
区
内
雇
庄
の
満
三
十
五
歳
以

上
の
方
で
、過
去
一
年
以
内
に
胃

の
検
診
を
叉
け
て
い
な
い
万

定
員
　
保
健
セ
ン
タ
ー
(

各
五
十

名
)

、
東
京
都
が
ん
検
穆
セ
ン
タ

ー
(
各
二
十
五
名
)

費
用
　
無
科
(
精
密
検
斎
の
必
要
な

鳩
合
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
)

申
込
期
限
　
四
月
二
十
八
目
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
肥
入
例
(
右
記
)

を
参
考
に
、往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

※
な
お
、胃
の
手
術
を
し
た
方
や
、

胃
病
で
冶
家
中
の
方
は
倹
診
で
き
ま

せ
ん
。ま
た
、申
し
込
み
者
多
数
の

場
合
は
抽
遇
と
な
り

、
希
望
目
以
外

の
日
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
傑
健
セ
ン
タ
ー

八
五
友
一
四
一
五
一

ハガキの記入例

検
診
車
に
よ
る
胃
の
検
診

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
も
大
切

栄
養
教
室
を
開
催

あ
な
た
は
良
品
の
組
み
合
わ
せ
な

ど
、な
に
か
注
意
を
し
て
い
ま
す
か
。

毎
口
の
食
生
活
を
少
し
工
人
す
る

こ
と
で
、よ
く
な
る
疾
病
は
多
い
も

の
で
す
。ま
た
、健
康
う
く
り
に

は
、運
助
、休
養
、食
事
の
バ
ラ
ン

ス
が
大
切
で
す
。具
体
的
な
刀
法
を

み
ん
な
で
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
五
月
九
口
・
十
六
日
・
二
十

三
日
・
三
十
口
、午
後
一
吟
三
十

分
～
三
時
三
十
分

場
所
　
足
立
保
畦
所

定
員
　
一
了
五
名

内
容
　
食
重
活
の
設
升
、金
乍
代
別
栄

養
上
の
チ
ュ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
、疾
病

予
防
と
食
生
吸

身
近
な
食
品

衛
童
岡
理
実
演
な
ど

費
用
　
無
科

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

を
皿
入
し
、
予
約
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
栄

養
指
導
担
当
(
〒
1
2
1
伊
興
町
筋
沼

一
一
五
匕
・
上
(
　
八
五
五
-
四

一
五
一
)

心
の
悩
み
を
お
持
ち
の
方

精
神
衛
生
相
談
を

社
会
生
活
が
複
雑
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、私
た
ち
は
心
の
健
康
を
保
つ

こ
と
か
ひ
ず
か
し
く
な
り
、病
気
に

な
る
人
が
増
え
て
い
ま
す

。

た
と
え
ば
、ね
ひ
れ
な
い
、イ
ラ

イ
ラ
す
る
、何
も
し
た
か
ら
な
い
、

ひ
と
り
笑
い
が
あ
る
、一
賓
な
言
動

か
あ
る
等
で
お
因
り
の
と
き
は
、保

崘
所
で
相
談
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

相
談
事
項
は
す
べ
て
秘
密
ぞ
守
り

ま
す
、ま
た
、専
門
医
に
よ
り
適
切

な
助
吋
や
階
導
が
得
ら
れ
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
▼
足
立
保
健
所
佃
談
室
…

毎
遇
木
曜
日
、
午
後
二
時～

三
時
三
十
分
▼
江
北
吸
麹
相
談

所…
毎
月
第
一
木
曜
日
、
午
後
一

時
三
十
分～
ー
時
三
十
分

費
用
　
烋
剽

申
込
方
法
　
電
話
に
よ
る
予
約
制

※
な
お
、
精
神
障
害
竹
で
通
院
治
伊

を
賢
け
る
万
に
は
、
冶
療
費
の
二
分

の
一
が
柵
助
さ
れ
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
廊
業

易
第
一
係
(
　
八
五
五
-
四
一
五

一
)
、
江
北
犀
健
相
談
所
(
　
八

九
六
-
四
〇
〇
四
)

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

四
月
一
日
か
ら

平
均
三
〇
%
　

施
設
使
用
料
が

値
上
が
り
ま
し
た

区
の
施
政
使
用
科
は
、
昭
和
五
十

一
年
内
月
に
改
訂
さ
れ
て
以
来
、四

年
閭
据
え
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
帯
持
簪
埋
費
、
減
価
僕
和

費
の
町
価
と
し
て
徴
収
す
る
部
分
が

破
少
し
、
そ
の
分
を
一
般
区
民
の
税

負
担
で
補
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
現
正
す
る
た
め
に
、
賢

琵
者
負
担
お
よ
ぴ
公
平
の
原
則
か
ら

使
用
科
の
遍
正
叱
を
図
り
、
あ
わ
せ

て
、
五
十
四
年
度
に
都
か
ら
移
管
さ

れ
た
綯
訛
の
使
用
料
と
の
均
衡
も
考

一

し

、
科
金
の
改

町
を
斤

い
ま
し

た

。

な
お
、改
町
額
は
川
則
と
し
て
五

〇
%
の
引
上
帆
つ
匕
限
と
し
、昭
和

五
十
年
度
か
ら
五
十
四
年
度
ま
で

の
、消
賢
考
徇
価
上
昇
率
三
〇
%
を

引
上
砲
の
主
要
苹
県
と
し
て
定
め
ま

し
た
。皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

新
料
金
実
施
日
　
昭
和
五
十
五
年
四
月

一
日
以

降

く
わ
し

く
は

、

ご
利
川

に
な
る
各

施
放
へ

お
閥
い
合

り
せ
く

だ
さ
い

。

主な施設使用料改訂額

公
害
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

工
場
の
設
置
や

施
設
の
変
更
に
は

認
可
が
必
要
で
す

工
鳩
認
可
と
は
、工
場
を
設
皿

し
よ
う
と
す
る
時
、東
京
都
公
脊

防
止
条
例
に
基
づ
い
て
、ば
い
堽

や
騒
音
、悪
奥
な
ど
の
工
場
公
害

牙
防
ぐ
た
め
、事
前
に
に
畏
に
そ

の
内
界
そ
申
請
し
、認
可
を
受
け

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
制
度
で
す
。

ま
た
工
場
の
倉
吻
や
施
設
、公
有

防
止
の
万
法
を
変
更
す
る
場
合
に

も
あ
ら
か

じ
め

、

認
可
(

筬

更
認

可
)

が
必
要

で

す

。

工
場
の
設
置
認
可
や
、
変
更
認
町

を
受
け
た
エ
場
が
、
工
事
を
完
成
し

た
恥
に
は
、
「
工
事
完
成
届
」
を
提

心
し
、
区
長
の
認
定
を
曵
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
エ
場
を

驀
て
よ
う
と
し
て
い
る
方
、
ま
だ
忽

可
を
叉
け
て
い
な
い
工
鳩
主
の
万
は

公
害
諌
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

材
料
置
場
等
に
は

「
指
定
作
業
場
」の

設
置
届
を

東
京
都
公
害
防
止
条
例
で
は
、
工

場
の
他
に
、
公
害
発
生
の
恐
れ
の
あ

る
一
下

五
種
類
の
事
業
場
を
「
析
走

作
業
場
」
と
定
め
、
工
場
に
準
じ
た

飢
駲
を
行
り
て
い
ま
す
。
拑
定
作
業

場
そ
設
一
す
る
時
に
も
、
公
夸
防
止

上
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
た
め
事
恥

の
届
出
が
義
務
づ
け
ら

れ
て

い
ま

す
。建

設
工
事
に
も

事
前
の
届
出
を

く
い
う
ち
な
ど
の
建
設
作
業
を
行

う
と
き
に
も
、
畷
音
諷
利
法
や
東
京

都
公
脊
防
止
条
例
に
よ
り
、
事
前
の

届
出
が
必
覆
と
さ
れ
ま
す
。

建
股
工
事
に
伴
っ
て
生
ず
る
畷

音
、
振
助
な
ど
の
公
害
を
防
止
す
る

た
め
、
公
害
諜
で
は
届
出
内
容
を
確

認
し
、
必
要
な
指
毒
を
行
っ
て
い
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
公
番
課
へ
。

みんななかよし
幼児家庭教育学級

幼
稚
問
や
保

育
圜
に
就
闖
し

て
い
な
い
功
児

を
対
象
に
、
幼

児
家
庭
教
育
学

峨
を
開
鴨
し
ま

す
。

期
間
　
昭
和
五

十
友
年
五
月

十
一
日
～
陷

和
五
十
六
年

三
月
二
十
二

日
、
凧
週
已

曜
口
の
午
前
九
町
三
十
分
～
ト
ー

吋
金一
卜
分
(
全
二
十
回
)

場
所
　
区
立
渕
江
小
幸
咬
(
西
保
木

間
)
一
一
〇
一
一
'
)

対
象
　
昭
和
内
十
九
年
四
月
二
日～

昭
佃
五
十
年
四
月
一
八

生
ま
れ

の
幼
児
で
、
幼
稚
園
・
保
膏
園
に
就
園

し
て
い
な
い
幼
児
と
そ
の
周
親

募
集
人
員
　
六
十
組
(
百
一
箏
名
)

申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
、
僅
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
幼
児
の
名
前
、

生
年
月
日
を
記
入
の
う
え
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
四
月
三
十
日
(
定
輿
に

な
り
次
爾
締
め
切
り
)

費
用
　
無
料
(
た
だ
し
、
個
人
で
便

円
す
る
吻
品
等
は
佃
人
負
担
)

ご
注
意
　
対
象
児
以
外
の
子
供
は
、

つ
れ
て
こ
な
い
よ
う
お
糜
い
し
ま

す
。

※
な
お
、
毎
月
二
回
の
集
団
吩
導
を

受
け
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
テ
キ
ス

ト
を
送
り
ま
す
。
ご
希
里
の
方
は
、

住
所
、
氏
名
、
電
晧
番
号
と
「
テ
キ

ス
ト
の
み
」
と
肥
入
の
う
え
、
幼
児

教
育
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
幼
児
教
育
係
(
〒
1
2
0

千
僅
一
一

五
〇
)

広
報
映
画
の

貸
出
し

広
報
課
で
は
、
広
眼
映
吏
施

股
緇
、
四
季
綢
、
区
役
所
の
什
事

編
、
防
災
3
'
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

纈
、譚
桷
嘴
、生
盾
施
股
祠
)

や
漫
画
(
ピ
ノ
キ
オ
、わ
ん
わ
ん

吻
語
、カ
チ
カ
チ
山
、一
寸
法
師

な
ど
)
を
、無
科
で
賢
心
し
て

い
ま
す

。

◎
申
し
込
み
・
閃
い
合
わ
せ
は
、

広
報
課
へ
ど
う
ぞ
。

お
年
寄
り
や心

身
障
害
の
方
に

明
る
く
楽
し
い
生
活
を

区
で
は
、
区
民
の
す
べ
て
の
皆
さ
ん
か
、
豊

か
で
健
全
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
数
多
く
の

福
祉
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
卜
瓦
年
四
月
期
支
払
介
分
(
十
二

月
～
三
月
分
}
は
、内
刈

十
五
日
心
な
た
の
推
七
し
た
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。促
給
資
格
が
あ

る
万
で
、ま
だ
申
請
を
し
て
い
な
い

方
は
、次
の
要
領
で
申
蒲
し
て
く
だ

さ
い
。な

お
、苛
紿
名
の
り
に
は
ハ
ガ
キ
で
通
り

知
し
ま
す
。

心
身
障
害
者
福
祉
手
当

(
区
制
度
)

受
給
資
格
　
区
内
に
居
住
の
繝
二
十

歳
以
卜
の
方
で
、身
体
陬
世
者
手

帳
一
級
～
三
祕
、愛
の
手
帳
一
度

～
三
度
、脳
性
マ
ヒ
、進
町
性
筋
萎
縮
症

の
方

申
請
に
必
要
な
も
の
　
身
休
障
害
者

手
帳
ま
た
は
喬
の
手
帳
、住
民
喟
、

木
人
名
喰
の
預
企
通
帳
(
郵
便
局
を

除

く
)

、
印

か
ん

支
給
額
　

▽
身
体

陣
官

名
手
帳

三
級

の
方

…

月
咄
こ

千
円

▽
そ
の

他

の
方

…
月
額

七
千
円

※

た
だ
し

、
施
政

に
入

所
の
方

、

老

人
裲
祉
手
当
、
曜
病
患
零
欄
祉
手
当

つ
受
給
の
万
は
騒
当
し
ま
せ
ん

。

申
請
・
問
合
せ
先
　
心
身
障
害
福
祉

係難
病
患
者

福
祉
手
当

受
給
資
格
　
区
内
に
居
庄
し
、左
衷

の
疾
病
の
あ
る
万

手
続
き
に
必
要
な
も
の
　
住
民
票
の

写
し
(
世
帯
全
員
)
、医
師
の
診
断

幤

、
本
人
名
睛
の
預
金
通
帳
(
耶

便
局
を
除
く
)
、
印
か
ん

支
給
額
　
月
額
七
千
円

支
給
さ
れ
な
い
方
　
心
身
障
害
者
裲

祉
手
当

、
児
皿
胄
皿
手
当
(
障
害

手
当
)

、
者
人
福
祉
手
当
を
受
け

て
い
る
方

※
な
お
、東
京
都
医
療
食
助
成
胃
綱

に
よ
る
医
一

券
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で

、
該
当
す
る
戻
病
名
が
記
入

さ
れ
て
い
る
方
は

、
医
凍
劵
の
写
し

で
齢
断
書
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

申
請
・
問
合
せ
先
　
援
躙
係

お
貸
し
し
ま
す

心
身
障
害
者
福
祉
電
話

心
身
障
番
耆
の
い
る
ご
家
庭
に

、

礪
祉
電
話
を
お
賢
し
し
ま
す
。

資
格
要
件
　
次
の
い
す
れ
に
も
該
当

す
る
世
帯

▼
身
体
障
害
者
手
帳

一
級
、
愛
の
手
帳
一
度

、
お
よ
ひ

こ
れ
ら
に
凖
ず
る
重
度
の
障
害
者

の
い
る
世
帯
。ま
た
は
身
体
障
害

者
手
帳
二
級
の
一
部
(
下
肢
・
休

幹
・
お
よ
ぴ
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼

吸
器
の
機
腿
に
か
か
る
障
害
)

で

、
外
出
が
困
皿
な
方
の
い
る
世

帯

▼
僅
民
税
か
均
専
創
以
下
の

世
帯

▼
硯
在
電
話
が
架
股
さ
れ

て
い
な
い
世
帯

申
請
に
必
要
な
も
の
　
▽
世
帯
全
具

の
住
民
裂

▽
耳
体
障
害
者
手

帳

、
震
の
手
帳
ま
た
は
診
断
書

▽
住
民
税
瞬
税
証
明
書
(
生
陬
保

護
世
帯
を
除
く
)

問
合
せ
先
　
心
身
障
脊
福
祉
係

機能回復訓練中( 心障センター)

該 当 す る疾 病

み
んな
の

豆

知
識

く
ら
し
の
な
か
の

省
エ
ネ
対
策
(
2
)

取
庭
に
お
け
る
卮
久
の
消
賢
は
、

家
窺
用
S
気
製
品
力
片
及
に
よ
り
、

昭
和
四
十
年
度
を
金
O
ら
と
し
ま
す

と
、昭
和
五
十
年
度
は
二
一
九
と
増

加
し
て
い
ま
す
。し
か
も
、明
和
三

十
年
哨
ま
で
は
水
力
発
電
が
主
力
だ
っ
た

の
か
、昭
和
三
卜
五
年
を
さ
か

い
に
し
て
火
力
発
電
が
慙
遂
に
増
加

し
ま
し
た
こ
の
結
只
、皿
気
か
石

油
工
芯
ル
ギ
ー
そ
の
も
の
と
い
っ
て

も
い
い
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、く
ら
し
の
中
の
雀
エ
ネ

対
筆
と
し
て
、ま
ず
家
庭
用
一
気
製

品
の
よ

手
な

便
い
万
に

心
掛
け

る
こ

と

が
大
切
に

な
り
ま
す

。

□
冷
蔵
庫

取
S

用
皿

気
製
品

の
中
で
一

番
電

気

を
使
う
の

が
冷

蔵
庫
で

す

。
で

す

か
ら
、次
の
こ
と
に
心
捌
け
ま
し
ょ
う
。

▽
雌
乙
叫
叫
は
、凧
度
ぷ
か
少
な
い

所
を
僊
ぴ
。ト
ヒ
ラ
の
問
閉
回
数

や
I
少
な
く
し
、鬩
り
た
ま
ま
の
時

問
か
I
短
か
し
ま
し
I
う
。(
萬

な
ど
は
十
砂
閃
間
卜
で
い
ま
す

と
、曜
内
温
哽
は
五
～
六
度
も
上

が
り
ま

す
)

▽
ド
ア
ー
パ
ッ
キ
ン
り
の
老
化
や
放

熱
板
に

、
ほ
こ

り
か

た
ま
っ
て

い

ま
す
と

、
勃

率
か
画

ち
皿
力
ふ

ム

グ
に
し

ま
す

。

▽

食
品

を
つ
め

込
み

す
き
な
い
よ

う

に
し

ま
し

ょ
う

。

▽
熱
い
も
の
は
、さ
ま
し
て
か
ら
入

れ
ま
し
ょ
う
。

▽
心
し
入

れ
の

多
い

食
品

は

、
取

り

出
し
や
す
い
网
に
お
く
よ
う
に
し

ま
し
し
ょ
う
。

□
照
明
器
具

三
十
ワ
ッ
卜
の
蛍
光
灯
と
百
ワ
ッ

卜
の
口
熱
電
球
と
の
叫
る
さ
は
岡
じ

で
す
。

▽
閃
明
器
具
は
、
は
こ
り
等
か
つ
い

て
い
ま
す
と
半
年
間
に
叫
る
さ
が

二
の
ヱ
。
0
%
低
金
F
し
ま
す
の

で
、
時
々
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

□
テ
レ
ビ

各
家
庭
で
テ
レ
ビ
や
・
見
る
時
間

を
毎
日
一
時
間
減
ら
す
と
、
一
年

問
に
こ
十
億
キ
四
ワ
y
卜
に
も
な

り
、
こ
の
a
は
札
幌
市
か
一
年
間

に
便
用
す
る
一
気
と
同
じ
に
な
り

ま
す
。

▽
テ
レ
ビ
を
兄
な
い
と
き
は
、
J

マ
メ
に
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
ま
し

ょ
う
。

▽
瞬
間
受
像
万
式
の
テ
レ
ビ
は
、

消
し
て
い
る
と
き
で
も
紅
悶

双
～
十
ワ
ッ
卜
の
電
気
つ
消
費

し
ま
す
の
气
外
出
や
旅
行
な

ど
の
と
き
に
は
、
電
源
プ
ラ
グ

を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
き
ま
し

ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ご
家
笳
て
の
ち
ょ
っ

と
し
た
心
り
か
い
が
、
日
本
全
棟

に
ま
と
ま
る
と
大
変
な
エ
ネ
ル
ギー

の
節
約
に
な
り
ま
す
。
賃
エ
ネ

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

電気消費量の推移( 家庭部門)

水洗化可能地域のお知らせ

硯

在
、
区

内
各

所
で
下
水

遭

工
弔

が
着

々
と
進

め
ら
れ
て

い

ま

す
が
、
こ

の
た

び
、
次
の

柚

城
の

工
事

終
了
に
伴

い
、
水

洗

化

が
可
能

と
な
り

ま
し
た
。

つ

き

ま
し
て

賎

こ
の

均
域
に

お

庄
ま

い
の
方

に
は
、

三
年
以

内

に
水

洗
化
の

エ
亊

を
し
て
い

た

だ

く
こ
と

に
な
り
ま

す
。

皆
さ
ん
の

ご
協
力

ふ一
お
願

い

し

ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始

年
月

日

▽
梅
田
六
丁
目
二～
四
・
七～

九
番
の
一
部…
三
月
十
一
日

▽
青
井
一
丁
目
七
・
卜～
十

二
・
十
重
番
の
一
部
…
四
月

十
一
日

問

合
せ
先
　

下
水

遭
岡
小
一

支

所
(

　
六
〇
一
了

八

八
二
二
)

ま
た
は

、
区
役

所
爾
二

庁
舎

下
水

遭
踈
(

　
八
八

九一

一
(

一
六

一
)

下 水を排除および処 理すべき区域 並びに公共下 水道施設位 置図 発足2 周年を迎えて

高 齢者 事業 団

高
齢
者
が
自
主
的
に
遭
営
す
る

櫓
織
と
し
て
生
ま
れ
た
高
齢
者
事

業
団
も
、
今
年
四
月
二
十
目
を
迎

え
て
満
二
年
と
な
り
ま
し
た
。

お
か
け
さ
ま
で
搴
集
団
は
股
立

以
来
、皆
さ
ん
の
ご
支

畏
に
よ
リ
毎
月
実
績
か

伸
ば
し
、五
十
四
年
度

実
績
は
、五
十
三
年
度

の
杓
二
倍
に
あ
た
る
一

僮
二
千
万
円
と
な
る
兇

込
み
で
す
。

設
立
当
町
、足
口
R

の
六
十
歳
以
上
の
人
口

は
約
方
万
四
千
人
、全

人
口
の
八
・
七
%
で
し

た
呎
二
年
た
っ
た
今
そ
れ
は
五

万
七
千
五
百
人
、
九
こ
I
%
と
確

実
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴

っ
て
余
皿
数
も
干
四
百
名
(
当
初

千
百
名
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
歉
亭
は
、
今
後
ま
す
ま
す
罵
齡

看
亊
業
団
の
に
な
う
役
割
が
'
-
K

き
く
な
る
て

る
ろ
う
こ
と
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
会
員
の
増
加
に
伴
っ
て

更
に
実
績
を
伸
ば
す
こ

と
が
旦
ま
れ
て
お
り
、

特
に
一
般
家
屁
や
甲
業

所
の
な
匐
一
一
の
ご
協

力
そ
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
事
業
所
に

つ
い
て
は
、
事
業
団
の

会
員
が
訪
問
し
て
説
明

に
伺
う
予
定
で
す
。

嶇
集
団
の
こ
の
よ
う

な
積
極
的
な
肇
勢
を
、

あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
れ
る
よ
う

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
高
齢
者
事
粛
団

事
幕
局

　
八
七
〇
-
六
二
二
二

感
謝
状
を
贈
呈

高
齢
者
等
を
雇
用
の
事
業
所

区
で
は
、
心
身
陣
害
者
・
高
齢
者

の
雇
用
に
理
解
の
あ
る
事
藁
所
六
か

所
に
、
惑
謝
状
を
贈
旦
し
ま
し
た
。

心
身
障
害
者
関
係
事
業
所
名

▽
城
北
化
工
株
式
会
社
(
曹
城
一
-

一
一
-
一
八
)

▽
田
中
工
芸
株
式
会
社
(
扇
一
一

五

五
一

五
)

▽
倉
柵
腹
嘆
工
業
株
式
会
社
翼
京
工

場
(
屬
三
一

一
四
1
一
)

高
齢
者
関
係
事
業
所
名

▽
硬
化
ク
ロ
ー
ム
エ
業
株
式
会
社
(

暇
田
ニ
ー
一
一
一

一
九
)

▽
東
伸
加
工
株
式
会
社
(
新
田
三
―

三
四
I
一
)

▽
金
沢
建
設
株
式
会
社

♀

住
三
-

七
四
)

く
わ
し
く
は

、
援
護
係
へ

。

母
子
寮
入
寮
案
内

区
内
に
は
、区
立
・
私
立
を

含
め
て
三
か
所
の
母
子
寮
か
あ

り
、配
丹
者
を
な
く
し
、ま
た

は
こ
れ
に
準
じ
た
事
情
に
あ

て
、十
八
織
未
灣
の
子
ど
も
を

養
育
し
、住
宅
に
困
っ
て
い
る

母
子
家
庭
の
万
か
入
寮
で
き
ま

す
。
ま
た

、
母
子
寮
で
は

、一

母
が
生
阪
上
の
間
嗤
・
相
談
に

も
応
じ
て
い
ま
す

。

く
わ
し
く
は
、
最
寄
り
の
福

祉
事
番
所
へ

。

内
職
者
を
お
求
め
の

事
業
主
の
方
へ

内
職
補
毒
所
で
は

、
内
職
怩
供
事

業
主
匐
よ
ぴ
内
皿
者
の
た
め
の
紹

介
・
あ
っ
せ
ん
裏
易
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
最
近
は
内
職
希
望
者
に
対
し

内
皿
が
少
な
く
、
希
望
者
の
齊
藏
に

十
分
に
応
じ
ら
れ
な
い
状
態
で
す
。

岡
単
な
手
仕
事
等
の
内
職
者
を
求

め
て
い
る
事
業
主
の
方
か
ら
の
、
ご

溥
絡
そ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
内
職
補
毒
所
(
　

八
八
八
1
七
三
四
六
)
へ

。

募
集
し
て
い
ま
す

特
別
区
職
員
(

保
健
婦
)

職

種
　

保

健
娉
(

大
学
卒
程

度
)

募
集
人
員
　
約
二
十
名

受
験
資
格
　
今
歴
を
問
わ
ず
、昭

和
十
年
七
月
二
日
～
昭
和
三
十

三
年
四
月

一
日

ま
で

に

童

ま

れ

、
保

健
婦
の

免
許
を

膏
す
る

方
(

国

家
賦
皿
ふ
箍

等

免
許
の

交
付

を
受

け
る

賢
格
を

有
し

、

こ

れ
を

申
睥
中

の
方
や
昭

和
五

十
五
年

三
月
に

行
わ
れ

た
固
衣

試
験
に
よ

り
免

許
を
取

得
す
る

見

込
み
の

も
の

を
含
ひ
)

試
験
日
時
　
五
月
十
六
日
(
金
)

午
前

九
時

試

験
場
所
　

東
京
区

政
会
館

申
込
方
法
・
申
込
書
の
交
付
場
所
・

申
込
期
間
等
　
左
表
の
と
お
り

問

合
せ
先
　

怐
別

区
人
事
委

員
曾

事
務
曷

任
用
課

　
二

六
五
-

○
六

七
一

東
部
セ
ン
タ
ー

新
規
受
講
生

□
茶
道
教
室

期
間
　
五
月
～
七
月
(
全
六
回
)
、

木
町
日
ま
た
は
金
曜
目
の

午
前
中

費
用
　
八
百
円
(
六
回
分
)

持
っ
て
く
る
も
の
　
懐
紙
、茶
麿

子
、
裏
子
切

内
容
　
茶
席
の
作
法

□
着
付
教
室

期
間
　
五
月
～
七
月
(
全
六
回
)
、

火
一

日
の
午
加
中

費
用
　
無
科

持
っ
て
く
る
も
の
　
着
物
一
式
、

洗
た
く
バ
サ
ヤ
ニ
佃

内
容
　
着
物
の
奢
方
と
帯
の
鳥
ぴ

方
対
象
　
い
ず
れ
も
区
内
在
僅
・
在

勤
の
婦
人
で
初
心
霍
の
方

申
込
方
法
　
四
月
二
十
二
日
(
火
)

午
前
九
時
か
ら
皿
話
か
窓
口
で

受
付
け
ま
す
(
定
貝
に
な
り
次

第
冊
め
切
り
)

※
な
お
、
窓
口
へ
来
た
方
を
慶
先

に
受
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
七
ン
タ

ー

　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

工
業
用
ミ
シ
ン

技
能
講
習
会

日
時
　
五
月
十
二
日
(
月
)
～
二

十
三
日
(
侖
)
午
肥
十
時
～
午

後
三
時

場
所
　
内
廠
補
導
肝

定
員
　
十
五
名
(
先
ま
嶇
)

受
付
開
始
　
五
月
七
日
(
水
)
午

射
九
吟
か
ら

申
込
方
法
　
ぶ
人
が
直
接
、僅
所

を
碕
母
で
き
る
も
の
を
持
参
の

う
ぺ

来
所
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
内
廠
補
導
所

(
千
僅
矚
町
三
九
-
七
　
八

八
八
一

七
三
四
六
)

ご
参
加
く
だ
さ
い

青
年
文
化
教
室

日
時
　
五
月
九
日
～
六
月
十
七
日

ま
で
の
毎
一
火
・
金
一
日
(
嫣

十
二
日
間
)
、午
後
六
時
三
十

分
～
八
時
三
十
分

場
所
　
斉
年
鰉

対
象
　
区
内
在
僅
・
在
勤
の
三
十

織
以
下
の
方
(
前
回
同
一
科
目

受
講
の
方
は
除
く
)

科
目
　
科
珊
科
・
話
し
方
科
・
日

本
舞
爾
科
(
各
科
入
門

コ

ー
ス
)

費
用
　

教

材
費
目
己

負
担

定
員
　
▽
科
理
科…
四
十
名
、
▽

罵
し
方
科
・
日
本
舞
踊
科
…
各

一
三
十
名
(

申
し
込

み
考
多

歓
の

鳩

合
は
抽

画
)

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
庄

所

、
氏
名

、
年
勘

、
性
別

、
希

自

科
目

、I

哂
番

号

、
勤

番
先

を
記
入
(

返
佃
用

に
も
住

所

、

氏
名
そ
妃

入
)

の

う
え

、
申

し

込
ん
で

く
だ
さ

い
(

一
人

一
科

目

一
枚
に

限
る

》

申

込
期
限
　

四
月
二

十
七
日
(

当

日

消
印
有

効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
年
館
(
〒
1
2
3

酉
新
井

一
一

四
一

一
七

　

八
九
〇

―
O
O

六
一
)

水
上
安
全
法

救
助
員
講
習
会

水
泳

シ
ー
ズ
ン

を
前
に

、
地
域

に

お
い
て

水
泳
指

導
に

あ

た

る

方

、
学
校

教
職
員

耳
を
対
象

に

、

水

の
事
故

に
対
す

る
勾
S

と
枝
術

を
習
得

さ
せ

、
正

し
い
水

泳
の
普

及

と
水
の

懶
徃
者

を
な
く

す
こ
と

を
目
的

と
し
て

、

次
の
と

お
り
爽

施

し
ま

す

。

日
時
　
五
月
二
十
日
～
二
十
三

目
・
二
十
七
日
・
二
十
八
日
・

三
十
日
、六
月
四
日
・
六
日
・

十
一
日
i
十
日
間
)
、午
後

六
時
～
九
時

場

所
　

竹
の

羣
温

水
プ

ー
ル

対
象
　
満
十
八
識
以
上
の
区
内
在

住
・
在

助
・
在

学
者
で
三

百
メ

ー
ト
ル
以

上
泳

げ
る
刀

定
員
　
百
名
(
先
着
順
)

内
容
　
講
義
三
目
、実
技
五
日
、

試
験
一
「
口
(

試

験
に
合

格
す
る

と
日
赤
叙

助
員

の
賢
格

を
取
得

で
き

ま
す
)

講

師
　

日

赤
水
上

安
全
法

折
導
員

費

用
　

受

講
科
は

凧
料

、
教

芻
費

は
実
費

負
姐

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、氏
名
、生
年
月
口
、皿
話

番
号

、
畷
業

お
よ
び
水

上
安
全

法
希

望
と
肥
入

し

、
申

し
込
ん

で
く

だ
さ
い

ご
注
意
　
寥
加
者
は
、医
師
の
轆

東
診

断
一
(

一
ヵ
月
以

内
の

も

の
で
水
泳
が
可
能
と
判
明
で
き

る
も
の
)
を
初
目
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
(
〒
1
2
0

千
住
一
-
五
〇
)

教
育
セ
ン
タ
ー

中
国
語
講
座

中
国
語
へ
の
闘
心
が
高
ま
っ
て

い
る
お
り
か
ら
、
教
育
セ
ン
タ
ー

で
は
左
妃
の
要
領
で
中
国
晒
講
慶

を
開
爾
し
ま
す

。
中
国
曙
に
輿
味

を
お
舜
ち
の
方
は

、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
ど
う
ぞ

。

期
間
　
五
月
十
五
日
～
十
月
九
日

の
毎
遍
木
一
巳
(
延
二
十
日

間
)

時
間
　
午
後
六
時
～
八
時

対
象
　
初
心
書
(
区
内
曹
僅
・
在

助
の
高
校
生
以
上
)

定
員
　
三
十
名
(
定
員
を
超
え
た

嶋
合
は
抽
画
)

受
講
科
　
無
科

教
材
費
　
自
己
負
担

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
睥
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
吽

廠

業

、S銛
毒
号
を
記
入
の
う
え
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
四
月
二
十
四
日
(
当

日
洌
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
教
育
セ
ン
タ

ー
(
〒
1
2
1
竹
の
塚
一
了
二
苙
-

无

　
八
五
〇
―
八
八
〇
一
)

み
ん
な
で
つ
く
る

婦
人
学
級

開
設
期
間
　
五
月
か
ら
七
月
ま
で

一
学
級
、
九
月
か
ら
十
二
月
ま

で
一
学
級

場
所
　
青
年
館
、
竹
の
篳
社
会
教

胃
館
ま
た
は
公
共
施
設

資
格
　
学
習
に
参
加
で
き
る
人
数

が
十
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

定
員
　
一
学
級
五
十
名

※
学
習
胯
間
は
一
日
二
時
間
、延

十
回
以
内
で
、学
習
内
容
、日
程

等
は
自
ま
的
に
グ
ル
ー
プ
で
決
め

て
も
ら
い
、誚
師
、肋
再
者
等
は

区
で
お
世
曙
し
ま
す
。

申
請
期
限
　
四
月
三
十
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
師
人
対
策
柤

当

申
し
込
み
は
お
早
め
に
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各
種
教
室
・
催
し
な
ど
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

婦
人
セ
ミ
ナ
ー
前
期

受
講
生
・
後
期

企
画
委
員
募
集

□
婦
人
セ
ミ
ナ
ー
前
期受

講
生
募
集

時
代
の
流
れ
は
、
文
学
者
に
大
き

な
彫
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
作
品

を
読
み
な
か
ら
時
代
を
考
え
、
時
代

に
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
人
間
の
こ
こ
ろ

に
触
れ
て
み
ま
し
I
つ
。

テ
ー
マ
　
「時
代
の
流
れ
と
文
学
」

日
程
・
内
容
　
左
上
表
の
と
お
り

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館
(
竹
の

塚
駅
東
口
下
車
徒
歩
五
分
、
竹
の

塚
セ
ン
タ
ー
内
)

定
員
　
六
十
名
(
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
)

受
講
料
　
無
料

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、生
年
月
日
、電
話
番
号
を

紀
人
(
返
信
ハ
ガ
キ
に
も
住
所
、

氏
名
を
記
入
)
し
、
「婦
人
セ
ミ

ナ
ー
応
募
」と
魯
き
、教
育
委
貝

会
婦
人
対
策
担
当
(
〒
1
2
0
千
住
一
-

五
〇
)
へ

申
込
期
限
　
四
月
一
不
四
日
(
当
日

哨
印
有
効
)

□
婦
人
セ
ミ
ナ
ー
後
期

企
画
委
員
募
集

八
十
年
代
は
、妥
性
の
時
代

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま

だ
女
性
を
取
り
巻
く
環
境
は
き
ぴ
し

く
、
多
く
の
問
題
が
横
だ
わ
っ
て
い

ま
气

今
年
は
、
国
際
婦
人
年
の
折

り
返
し
点
で
あ
り
、
婦
人
問
題
に
つ

い
て
、
婦
人
セ
ミ
ナ
ー
で
取
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

対
象
　
区
内
在
住
、
在
動
の
女
性

申
込
期
限
　
四
月
三
十
日

◎
婦
人
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
申
し

込
み
・
問
い
合
せ
先
は
、
教
青
委
員

会
婦
人
対
策
担
当
へ
。

婦人セミナー日程・内容表

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

教

室

□
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

仕
事
の
終
っ
た
後
に
、運
動
不
足

や
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
五
月
八
日
～
一
十
九
日

ま
で
の
毎
週
木
畷
日
、午
後

六
時
三
十
分
～
八
時

場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
大
体
育
室

種
目
　
六
人
制
(
女
子
)
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

対
象
　
一
般
区
民
(
女
子
)

定
員
　
一
子

名

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
、
電

話
で
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
ヘ

※
教
室
終
了
後
、
ク
ラ
ブ
と
し

て
継
続
活
動
し
ま
す
。

□
シ
ェ
イ
プ
・
ア
ッ
プ
教
室

プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
と
、
体

力
づ
く
り
が
楽
し
く
で
き
る
教
室
で

す
。
詳
細
は
左
表
を
。

◎
以
上
の
申
し
込
み
、
問
い
合
せ
先

は
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
(

　
八
五
九
一

八
二
一
一
)

シ ェイプ・アップ教室内 容表

若
さ
で
つ
く
る

青
年
教
室

こ
の
教
室
は
、あ
な
た
の
サ
ー
ク

ル
と
、あ
な
た
の
地
域
の
青
年
が
い

っ
し
ょ
に
な
っ
て
、レ
ク
活
動
や
学

習
活
動
を
計
画
し
、
実
施
す
る
も
の

で
す
。

こ
れ
ら
の
教
室
に
、
教
育
委
貝
会

で
は
、①
会
場
の
あ
っ
せ
ん
②
賢

料
・
教
材
の
提
供
③
講
師
の
紹
介

・
謝
礼
の
負
担

④
助
言
・
指
導
を

行
い
ま
す
。

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
青
年
団

体
(
サ
ー
ク
ル
)
お
よ
び
こ
れ
か
ら

つ
く
ろ
う
と
す
る
青
年
の
集
ま
り

申
込
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙
(
教

腎
委
員
会
青
少
年
係
に
あ
り
)
に

記
入
し
青
少
年
係
へ

募
集
団
体
　
二
団
体
(
申
込
多
教
の

場
合
は
抽
選
)

問
合
せ
先
　
青
少
年
係

青
少
年
指
導
員
・

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

□
青
少
年
指
導
員
研
修
会

地
域
の
子
ど
も
会
を
育
成
・
指
導

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
お
と
な
の
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

<
A
コ
ー
ス
>

対
象
　
子
ど
も
会
育
成
会
貝
(
初
心

者
)

内
容
　
子
ど
も
会
に
つ
い
て
理
諭
や

実
技
の
両
面
か
ら
初
歩
的
な
こ
と

を
研
修

期
間
　
五
月
上
旬
～
七
月
中
旬
ま
で

の
五
日
問

場
所
　
区
内
小
学
校
(
十
二
会
場
)

申
込
先

最
寄
り
の
育
成
会

<
B
コ
ー
ス
>

対
象
　
A
コ
ー
ス
修
了
者
、
育
成
会

役
員

内
容
　
子
ど
も
会
の
育
成
、
指
導
者

と
し
て
子
ど
も
会
の
理
論
に
つ
い

て
研
修

期
間
　
五
月
上
旬
～
七
月
中
旬
ま
で

の
七
日
間

場
所
　
竹
の
根
社
会
教
育
館

申
込
先
　
青
少
年
係

<
C
コ
ー
ス
>

対
象
　
B

コ
ー
ス
修
了
者
・
青
少
年

委
員

内
容
　
子
ど
も
会
の
育
成
指
導
者
と

し
て
の
理
諭
、
運
営
方
法
の
研
修

期
間
　
五
月
上
旬
～
十
月
下
旬
ま
で

の
十
日
間

場
所
　
青
年
館

申
込
先
　
青
少
年
係

□
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

子
ど
も
会
活
動
を
よ
り
楽
し
く
す

る
た
め
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

<
A
コ
ー
ス
>

対
象
　
小
学
五
一
六
年
生

内
容
　
子
ど
も
会
の
楽
し
さ
を
知
る

た
め
の
研
修

期
間
　
五
月
上
旬
～
七
月
中
旬
ま
で

の
五
日
間

場
所
　
区
内
小
学
校
(
十
二
会
場
)

申
込
先
　
最
寄
り
の
子
ど
も
会

<
B
コ
ー
ス
>

対
象
　
A
コ
ー
ス
修
了
者
・
中
学
生

内
容
　
子
ど
も
会
活
励
に
つ
い
て
理

論
と
技
術
両
面
か
ら
研
修

期
間
　
五
月
上
旬
～
七
月
中
旬
ま
で

の
七
日
間

場
所
　
区
内
小
学
校
(
三
会
場
)
、

竹
の
塚
社
会
教
育
館

申
込
先
　
青
少
年
係

<
C
コ
ー
ス
>

対
象
　
B
コ
ー
ス
修
了
者

内
容
　
実
際
に
子
ど
も
会
の
り
I
ダ

ー
に
な
る
た
め
の
理
諭
を
研
修

期
間
　
五
月
上
旬
～
十
月
上
旬
ま
で

の
十
日
間

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

申
込
先
　
青
少
年
係

※
以
上
、
青
少
年
指
導
員
、
ジ
ご
I

ア
ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に
つ
い
て
、

く
わ
し
く
は
、
青
少
年
係
へ
。

都
民
体
育
大
会

区
予
選
会

□
陸
上
競
技
大
会

日
時
　
五
月
四
日
(
日
)
午
前
八
時

三
十
分
開
会
(
予
備
日
十
一
日
)

会
場
　
区
営
平
野
グ
ラ
ン
ド

内
容
　
一
般
の
部
・
中
学
の
都

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
郵
送
で
申

込
先
へ

申
込
期
限
　
四
月
二
十
四
日
午
後
五

時
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
立
第
十
六
中

学
校
内
、樋
口
富
次
(
〒
圃
千
住

旭
町
三
八
-
一
　
八
八
八
六

四
三
六
)

く
わ
し
く
は
、
申
込
先
ま
た
は
、

体
育
諢
へ
。

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

講

習

会

「
自
然
と
譬
険
」
を
テ
ー
マ
に
広

場
・
空
間
・
自
然
を
生
か
し
た
野
外
活

動
の
方
法
を
学
ぴ
ま
す
。
自
然
の
な

か
で
の
集
団
活
動
に
ふ
さ
わ
し
い
ゲ

ー
ム
を
数
多
く
取
り
あ
げ
ま
し
た
。

期
日
　
五
月
八
日
・
十
五
日
・
十
七

日
～
十
八
日
(
宿
泊
)
・
二
十
二

日
・
二
十
九
日
、五
月
三
十
石
～
六

月
一
日
(
宿
泊
)
、六
月
五
日

時
間
　
午
後
六
時
三
十
分
～
九
時

場
所
　
青
年
館
(
た
だ
し
、
宿
泊
に

つ
い
て
は
、
会
場
未
定
)

対
象
　
冒
険
に
興
味
の
あ
る
青
年
男

女
・
青
少
年
グ
ル
ー
プ
育
成
者

費
用
　
艇
料
(
た
だ
し
、
交
通
費
、

宿
泊
費
は
実
費
)

申
込
期
限
　
五
月
八
貝

電
話
受
付
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
青
少
年
係

区 民 カ レ ン ダ ー
( 5月1日～31日)

掲
示
板

区
民
ハ
イ
キ
ン
グ

期
日
　
五
月
一
一
十
四
日
(
土
)
～

二
十
五
日
(
日
)
夜
行
日
帰
り

集
合
　
午
後
九
時
三
十
分

区
役

所
前

場
所
　
奥
秩
父
西
沢
溪
谷

会
費
　
六
千
円
(
傷
害
保
険
付
)

定
員
　
五
十
名
(
先
着
順
)

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学

で
高
校
生
以
上
の
一
般
区
民
お

よ
び
父
兄
同
伴
の
中
学
生
(
六

十
五
歳
以
上
も
同
伴
必
要
)

申
込
方
法
　
会
費
を
添
え
て
五
月

十
四
日
(
水
)
ま
で
に
直
接
申

し
込
み
先
へ

申
込
・
問
合
せ
先
　
マ
ツ
ノ
ス
ポ

ー
ツ
(
　
八
四
八
一

五
一
〇

一
)
、
駒
草
山
荘
(
　
八
八
一

一

二
四
九
〇
)

青
い
鳥
ハ
ガ
キ
を

配
布
し
ま
す

郵
政
省
で
は
、
身
体
障
害
福
祉

強
調
連
助
に
ち
な
ん
だ
青
い
鳥
(

ガ
キ
を
四
月
二
十
一
日
か
ら
発
売

し
ま
す
が
。
次
の
要
領
で
身
休
障

害
者
の
方
に
配
布
し
ま
す
。

対
象
　
身
障
者
手
帳
一
・
二
級
で

崗
六
歳
以
上
の
方

申
込
方
法
　
郵
便
局
、
福
祉
事
務

所
に
備
え
付
け
の
用
紙
に
記
入

し
、
身
障
者
手
帳
を
持
っ
て
最

寄
り
の
郵
便
局
へ

配
布
期
限
　
五
月
三
十
一
日

く
わ
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便

局
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
五
年

国
勢
調
査
の

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
募
集

ポ
ス
タ
ー
…
▽
大
き
さ
は
A
二
判

ま
た
は
B
二
判

▽
色
彩
お
よ

ひ
色
数
は
自
由

▽
原
図
に
は

「
国
勢
調
査
」
「
昭
和
五
十
五

年
」
「
十
月
一
日
」
お
よ
ぴ

「
総
理
府
統
計
局
」
の
文
字
を

必
ず
記
入
す
る
。
な
お
数
字
は

算
用
数
字

応
募
資
格
　
小
・
中
学
生

応
募
方
法
　
裏
面
に
庄
所
、
氏
名
、

所
属
校
名
、
学
年
を
記
入
し
、

送
付
先
へ

標
語
…
▽
官
製
ハ
ガ
キ
ー
枚
に
つ

き
一
点
記
入
し
て
く
だ
さ
い

応
募
資
格
　
一
般
区
民
、
小
・
中

学
生
(
学
校
名
を
記
入
)

申
込
期
限
　
五
月
十
日
(
土
)

入
選
発
表
　
六
月
十
日
付
官
報
に

発
表
の
上
、
入
遇
者
に
通
知

送
付
・
問
合
せ
先
　
総
理
府
統
計

局
調
査
都
国
勢
統
計
踝
(
〒
1
8
2

新
宿
区
若
松
町
九
五

　
二
〇

二
―
一
一
一
一
内
線
二
六
二
二

七
一
)

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の

出
張
相
談

日
時
　
四
月
二
十
四
日
(
木
)
午

後
一
時
～
四
時

場
所
　
区
役
所
第
二
庁
舎
会
議
室
(

梅
田
七
―
三
三
!
七
)

内
容
　
パ
ー
ト
の
求
人
求
職
相
談

問
合
せ
先
　
足
立
職
安
畷
業
相
談

グ
ルー
プ

　
八
八
二
-
匸
一

八
七

一
一
九
番
通
報
の

し
く
み

一
一
九
番
の
ダ
イ
ヤ
ル
を
廻
し

て
火
災
や
救
急
事
故
の
通
報
を
し

ま
す
と
、
災
書
救
急
情
報
セ
ン
タ

ー
に
通
じ
、
そ
こ
で
通
報
し
た
方

か
ら
火
災
か
救
急
か
な
ど
の
畔
細

を
確
露
し
、
も
よ
り
の
消
防
署
に

指ヽ
令
を
す
る
し
く
み
(
左
図
を
一

考
に
)
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二

九
番
で
火
災
や
救
急
募
故

を
通
報
さ
れ
る
と
き
は
、
落
ち
つ

い
て
、
は
っ
き
り
と
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、救
急
車
を
利
用
す
る
時

は
「突
発
的
事
故
で
、そ
の
状
態

が
劔
い
で
手
当
を
受
け
な
い
と
命

に
危
険
が
あ
る
」
「ほ
か
に
病
院

に
は
こ
ぶ
方
法
が
な
い
」
な
ど
の

場
合
で
す
。

よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お

礼
育
英
賢
金
貸
付
事
業
の

た
め
に
と
、
次
の
方
か

ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
佐
々
木
恵
子
さ
ん
(
加
平
一
-

四
-
二
六
)
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